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田
渕
章
人

■　

学
童
保
育
対
象
児
童

は
小
学
校
三
年
生
ま
で
と
あ

る
が
、
枠
の
拡
充
の
考
え
は

な
い
か
。

　

岸
本
に
於
い
て
長
期
休
暇

を
溝
口
並
に
す
る
考
え
は
な

い
か
。

□　

町
長　

対
象
児
童
枠

拡
充
、
岸
本
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
長
期
休
暇
、
冬
休
み
、

春
休
み
の
開
設
に
つ
い
て
も

ニ
ー
ズ
に
よ
り
検
討
す
る
。

■　

学
童
保
育
月
額
利
用

料
が
岸
本
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
は
条
例
に
定
め
ら
れ
三

千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
溝

口
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は

お
や
つ
代
、
教
材
費
が
実
費

で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
な
か

で
も
お
や
つ
代
は
指
導
員
の

創
意
工
夫
に
よ
り
千
円
た
ら

ず
で
あ
っ
た
。
溝
口
地
区
に

つ
い
て
は
事
前
説
明
も
な
く

い
き
な
り
従
前
利
用
料
金
の

約
三
倍
で
あ
る
。
こ
れ
で
ぬ

く
も
り
の
あ
る
行
政
と
言
え

る
の
か
。

□　

町
長　

溝
口
児
童
ク

ラ
ブ
利
用
者
に
つ
い
て
は
指

摘
の
通
り
増
額
と
な
る
が
、

合
併
調
整
に
よ
り
な
さ
れ
た

も
の
で
今
後
保
護
者
の
皆
様

に
ご
理
解
頂
き
た
い
。

安
田
直
之

■　

町
税
等
の
滞
納
金
に

つ
い
て
、
各
担
当
課
は
そ
れ

ぞ
れ
守
秘
義
務
が
あ
る
。
課

の
枠
を
越
え
、
綿
密
に
相
談

の
う
え
、
徴
収
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。

□　

町
長　

滞
納
金
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
条
例
が
違
う
。
滞

納
処
分
、
督
促
の
方
法
に
も

違
い
が
あ
り
、
統
一
の
方
法

は
で
き
な
い
。

　

今
後
は
担
当
課
と
綿
密
に

連
絡
を
と
り
、
徴
収
率
向
上

に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

■　

伯
耆
町
に
は
都
市
計

画
が
な
い
た
め
建
ぺ
い
率
、

道
路
の
幅
員
等
の
規
制
が
な

い
。
道
路
幅
員
が
狭
け
れ
ば

消
防
車
、
救
急
車
の
進
入
も

ま
ま
な
ら
ず
、
人
命
、
財
産

等
の
保
護
が
で
き
な
く
な
る
。

対
処
策
を
示
さ
れ
た
い
。

□　

町
長　

今
後
計
画
さ

れ
る
住
宅
開
発
等
は
開
発
指

導
要
綱
等
で
市
街
化
区
域
と

し
て
機
能
を
持
た
せ
る
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、

平
成
十
七
年
度
総
合
計
画
を

作
成
す
る
予
定
に
し
て
お
り
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
検
討

し
て
み
た
い
。

■　

高
齢
者
の
健
康
維
持

の
た
め
に
、
「
大
動
脈
瘤
」

「
静
脈
瘤
」
の
発
生
、
血
管

破
裂
の
防
止
と
早
期
発
見
す

る
た
め
、
血
管
検
査
を
基
本

項
目
に
追
加
し
て
は
。

□　

町
長　

基
本
健
康
診

査
は
鳥
取
県
保
健
事
業
団
に

委
託
し
実
施
し
て
い
る
が
、

血
管
検
査
は
実
施
し
て
い
な

い
。

　

こ
の
血
管
検
査
は
鳥
取
大

学
医
学
部
の
研
究
の
一
環
と

し
て
他
町
で
は
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　

鳥
取
大
学
医
学
部
の
意
向

を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

学童保育（溝口青年の家）

岸本保健福祉センター
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溝
口
分
庁
舎

■　

「
ゆ
う
あ
い
パ
ル
」

の
運
営
改
善
の
た
め
、
土
産

物
の
販
売
、
元
旦
に
営
業
し

て
帰
省
客
の
誘
致
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
等
を
し
て
は
ど
う

か
。

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺

照
明
は
防
犯
の
目
的
で
午
後

十
一
時
頃
ま
で
点
灯
し
て
は

ど
う
か
。

□　

町
長　

営
業
努
力
と

し
て
広
報
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
土
産
物
の
販
売
は
フ
ロ

ア
の
制
約
が
あ
り
難
し
い
。

　

照
明
に
つ
い
て
は
検
討
し

た
い
。長

谷
川　

盟

■　

指
名
競
争
入
札
の
指

名
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

自
主
財
源
確
保
の
た
め
に

優
先
し
て
町
内
業
者
を
指
名

し
、
優
良
企
業
に
育
成
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

□　

町
長　

指
名
願
い
の

提
出
の
有
無
、
工
事
実
績
、

会
社
の
経
営
状
況
、
県
の
格

付
け
を
参
考
に
審
査
選
定
し

て
い
る
。

　

指
名
業
者
数
は
、
工
事
内

容
、
工
事
金
額
に
応
じ
て
決

め
て
い
る
。

　

基
準
に
合
え
ば
町
内
業
者

を
中
心
に
指
名
し
て
い
る
。

■　

写
真
美
術
館
な
ど
公

的
法
人
の
経
営
改
善
は
、
議

会
も
再
三
求
め
て
き
た
が
、

改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
。

理
事
長
、
社
長
に
民
間
の
優

秀
な
人
材
を
登
用
し
て
、
経

営
を
任
せ
て
み
て
は
ど
う
か
。

□　

町
長　

十
八
年
九
月

一
日
ま
で
に
は
各
施
設
の
運

営
形
態
を
直
営
か
、
指
定
管

理
者
か
に
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
ご
指
摘
の
点

も
踏
ま
え
て
結
論
を
見
出
し

た
い
。

大
森
英
一

■　
分
庁
舎
が
「
ガ
ラ
ン
」

と
し
て
い
る
。
合
併
協
議
を

尊
重
し
て
の
こ
と
だ
が
、
「
協

働
」
の
理
念
に
は
ず
れ
る
。

機
構
、
体
制
の
見
直
し
が
必

要
で
は
。

□　

町
長　

「
協
働
」
へ

の
取
組
は
手
さ
ぐ
り
状
況
に

あ
る
。

　

総
合
計
画
と
併
せ
、
考
え

て
い
く
。
住
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
聞
い
て
、
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
。

■　

合
併
当
初
の
対
応
は
、

町
民
へ
の
気
配
り
が
必
要
で

あ
る
。

合
併
に
対
す
る
気
が
ま
え
を

積
極
的
に
す
る
為
の
人
材
育

成
予
算
が
少
な
い
。

□　

町
長　

住
民
の
責
任
、

行
政
の
責
任
を
明
確
に
し
、

各
種
事
業
を
完
結
に
す
る
為
、

本
年
度
は
研
修
会
、
講
演
会

が
中
心
の
予
算
と
し
た
。

町立写真美術館の受付（須村地内）
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